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最
近
石

炭
性
質
の

研

究

は

著
し
く
進

展
し
爲
に

骸

炭
工

業
も

今
や

舊
態
ん

脱

し

石

炭
性
質
に

基
礎
な

お

告

科

學

的
健
實
な
る

發
逹

な

見
ん

と

す

ろ

に

至

れ
り

從

て

骸

炭

研

究

方
面
に

於

て

も

其
の

面

目

な

改
め

其
の

基
礎
的

條
項

に

向
つ

て

邁

展
ぜ

ん

と

す
ろ

傾
向
著
し

く
叉

研

究

機
齲
と

實
際
業

者
と

の

提
携
に

依
り

研

究
の

實
用
性
に

重

き
な

お

く

も
の

多
し、

工

業
方
面

に

於
て

も

新
規
な
ろ

爐
式
の

出

現

骸

炭
爐

天
斯
の

利

用

等

其
發
展
亦

著
し

演
者

は

海
外
に

於

け

る

骸

炭
研

究
並
に

工

業

方
面
に

關
し

見
聞
ぜ

し

處
奉

概
説
ぜ
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と

す
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骸
炭
研

究
室
の

概
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歐
米
に

於
け
る

骸
炭
研
究
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其
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か

ら
ざ
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も
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年
九

月

よ
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亠 ．
九
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月
に

亙
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せ
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大
學
に

於
て

は

有

名
な
る

パ

L
ル

敏
授
指
導
の

下
に

石

炭
粘

結
性
の

研
究
行
は
る

」

外
、

一

九

二

七

年

新
た
に

低
温
乾
餾
試
驗
と

し

て

ご

噸

裝
入

の

試
驗
爐
を

設
け
パ

ー

ル

式
二

段
乾
餾
法
の

試
驗
中
な
り

き
，

ポ

ス

ト

ン

大
擧
に

て

は
ハ

ス

ラ

ム

敏
授
指
導
の

下

に

骸
炭
の

燃
澆

、

瓦
斯
の

燃
燒
等
の

研
究

行
は

る

、

外
特
に

燃
料
敏
育
に

意
を
用
ひ
「

燃
料
及
瓦

斯
工

學
寡
攻

科
」

の

新
設
を

見
た

り
之
は

大
學
の

機
械
科
又

は
化
畢

科
の

卒
業
生
に

更
に

燃
料
に

關
し

て

理
論
及

實
地
の

敏
育
を
行
ふ

を

目
的
と
し
理

論
方
面
は

九
ケ

月
に

し
て

主
と

し

て

當
大
學
の

教
授
之
れ

に

當
り

實
地

方
面
は

六

ケ

月
に

し
て

大
畢
の

選
定

せ

る

工

場
に

て

脅
得
す
る

も
の

な
り

終
了

後
は
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稱
號
を
與
ふ

る

も
の

に

し

て
一

九

二

八

年

九
月
よ

り

開

講
の

由
な
り

、

鑛
山
局
研

究
所
に

あ

り

て

は

研
究
多
數
行
は

る

」

も
骸
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に
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し

て

は

デ
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ィ

ス
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（
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謡
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其
任
に

當
り
當
時
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炭

の

性
質
と

し
て

二

酸
化
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素

．

水
蒸
氣
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燃
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申
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之
れ
に

充
て

ロ
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ズ

法
に

依
る

骸
炭
肉
眼

的
組
織
の

研

究
、

二

〇
瓦

容
量
の

規

模
に

て

乾
餾
試
驗
を

行
へ

り

英
國
に
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け
る

骸
炭
研
究
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大
學
に

於
て

は

ウ
ィ

ー

ラ

ー

教
授
指
導
の

下
に

石

炭
性
質
研

究
の

盛
ん

に

行
は

る

」

を

見
る

も

骸
炭
研

究
と

し

て
一

九

二

六

年
同

教
授
主
任

の

下

に

高
爐

骸
炭
研

究
委
員
會
の

域
立

を

見、

同
大
學
内
に

骸
炭
試
驗
設
備
を

備
ヘ

モ

ッ

ト

氏
（

潤・

〉・

竃
o

δ

外

四

名
の

係

員
之
れ
が
實
務

に

當
れ
り

此

は

製
鐡
業
者
骸
炭
製
造
業
者
の

協
力
出
瓷
に

依
る

も

の

に

し
て

製
鐵
用

骸
炭
の

規
格
を

知
る

を

主
目
的
と

し

各
工

場
よ

り

骸
炭
試
料
を
求
め

骸
炭
の

耐
碎
度

可
燃
性
の

試
驗
及
肉
眼
的
組
織
の

研
究
等
を
行
ふ

と

共
に

骸
炭
爐
に

就
き
必
要
な
る

諸
測
定
を

行
ふ

も
の

な
り

，

其
問
の

提
携
能
く

行
は

れ

成

績
見
る
ぺ

き

も
の

多
く
此

の

組
織
は

急
速
な
る

發
展
を

見
た
り

即
ち
シ

鴻
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ル
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内
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員
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地

方
の

工

場
に

依
る

も
の

な
る

も

最
近
ダ
ラ

ム

（

U
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歪
崋
）

地

方
の

工

場
の

協
力
出
資
に

依
り

北
部
部

會
の

咸
立

を
見
二

、
ー

カ
ッ

ス

ル

の

ア

ー

ム

ス

ト

ロ

ン

グ

大
學
内
に

試
驗
設
備
を

有
ち
ブ
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ス

コ

ー

教
授
（
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目
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と
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ツ
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（
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ぴ
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切

3
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罫

）

共
の

實
務
に

當
れ
り
叉
サ

ウ

ス
・

ウ

エ

ー

ル

ス

に

も
南
部
部
會
の

成
立

を

見
た
り

と

云

ふ
、

り

ー

ヅ

大
學
に

於
て

は
コ

ツ

ブ

轂
授
指
導
の

下

に

骸
炭

反
應
性
に

及
ぼ
す

無
機
化
合
物
の

影
響
．

瓦
斯
よ

り
ペ

ン

ゾ
ー

ル

囘
收
に

關
す

る

研

究
等
何
れ
も
實
験
室
規
模
に

て

研
究
中
な
り

き
，

英
國

燃
料

研

究
所
に

あ

り

て

は

骸

炭
に

關
し

て

は

製
鐵
用

骸
炭
の
一

性
質
と

し
て

二

酸
化

炭
素
に

封
す

る

反
應
性
を
測
定
せ

0
本
研
究
は

同
國
鐵
鋼
協
曾

の

燃
料
經

濟
研

究
委
員

の

事
業
に

屬
す
る

も

の

に

し

て

同
委

員
組
織
は
一

九
二

四

年
に

成
立

を

見
骸
炭
反
應
性
の

研
究
を

燃
料
研
究
所
に

．

高
爐
内
反

應
の

研
究
を

倫
敦
理
工

科
大

學
の

ボ

レ

ン

教
授
に

依
囑
し

た
り

獨
逸
に

於
け
る

骸
炭
研
究
室
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口
8
ご
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ゴ

三
 噛

》
，
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プ

窪

　
コ

ッ

パ

ー

ス

會
瓧
の

研

究
室
に

於
て

は

骸
炭
の

可

燃
性

、

石
炭
の

膨
脹
性
等
の

研
究

、

オ
．

ト

禽
沚
に

あ

り

て

は
ボ

フ

ー

ム

に

於

け

る

研

究
室
に

て

小
規
模

の

乾
餾
試
驗
、

ダ
ー

ル

ハ

ウ

ゼ

ン

に

於
て

新
式
オ

ッ

ト

骸
炭
爐
五

木
「

基
を

試
驗
爐
と

し
て

研
究
中
な
り

き
、

ボ

フ

ー

ム

鑛
山
學
校
に

あ
り

て

は
ウ
ィ

ン

タ

ー

氏
（

∪
プ

国・
ノ

＜

ヨ
審
圏

）

ア

ー

ヘ

ン

工

科
大
學
に

て

は

ラ

ン

ド

ル

教
授
（

鴫
同

Oh

団。
H
四

卸
コθ
山
O
ゴ
円

）

各

骸
山

灰

の

顯
微
鏡
組
織
の

研

究
を

行
ふ

佛
國
に

於
け

る

骸
炭
研

究
室
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昌
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此
は

オ

ー

ヂ
ベ

ル

ト

氏
を
主
任
者
と

し

て

研
究
所
を
モ

ン

ル

ー

ソ

ン

に

有
ち

骸
炭
に

關
し

て

は
冖

瓩
容
量
の

乾
餾
装
置
に

依
り

原

料
炭
配
合
試
験
を

行
ふ

外
石

炭
の

粘
結
力
測
定．

熔
融
現
象
の

研

究
を
行
ふ

　
以

上

を

觀
る

に

骸
炭
研
究
方
面
に

於
て

は

米
國
に

あ
り
て

は
ロ

ー

ズ

法
の

外

特
に

見
る
べ

き
も
の

な
く

又

骸
炭
工

場
に

あ
り

て

も

骸
炭
の

性
質
に

注
意
せ

る

傾
向
少
な
し

．

之
れ
原
料

炭
の

豊
富
な
る

爲
め

な

る

べ

し
，

英
國
に

あ
り

て

は

製
鐡
用

骸
炭
の

問
題
に

向

ぴ

て

製
鐵

業
者
骸
炭
製
造

業
者
研
究
機
關
相
協

力
し

て

根
本
的

、

組
織
的
研

究
を
開
始
せ

り
之
れ
大

戰
後
英
國
の

製
鐵

業
は

獨
逸
に

壓
倒
さ

れ
共
對
抗
上
充
分
な
る

研
究
の

必
要

に

迫
ら

れ

た
る

も
の

な
る

ぺ

し
、

爽
に

著
し
き
は

獨
逸
に

於
け

る

骸
炭
顯
微
鏡
組
織
の

研
究
な
り

之
は

今
日

迄
學
術
上

の

問
題
と

考
へ

ら
れ
し
も
最
近
石

炭
性
質
殊
に

粘
結
性
の

研

究

は
著
し

く
進
展
し
骸
炭
化

機
構
に

關
し

て

も

次
第
に

明

瞭
と

な
り

來
れ
る

と

共
に

骸
炭
使
用

方
面
に

於
て

も
新
た
な

る

用
途
開
け

發
生
爐
瓦

斯
反

應
，

水
性

瓦

斯
反

應

等
の

研

究
の

盛
大
な
る

を

見，

骸
炭
組
織
に

就
き
更
に

詳
細
な
る

智
識
を
必

要
と

す
る

に

至

れ
り

從
て

骸
淡
組
織
の

研

究
は
學
術
上
の

問
題
た
る

こ

と

よ

り
離
れ

今
日

に

あ

り

て

は

實
用
上

何
等
か
の

曙
光
を
與
ふ

る

も
の

と

考
へ

ら

る
，

佛
國
に

於
て

顯
著
な

る

は

石

炭
配
合
に

關
す
る

研
究
な
り
之
れ

佛

國
に

あ

り
て

は

骸
炭
原
料

淡
に

乏
し

き

爲
め
弱
粘
結
炭
よ

り

し
て

も
優
良
な
る

骸
炭
の

製
造
を
目
的
と

し

て

多

年
石
炭
配
合
に

關
す

る

研
究
を
行
へ

る

も

の

と
云

ふ

べ

し

　
　
　
　
　
　
　

　
　
骸
炭
研
究
の

近

況

一
，

英
國
に

於
け
る

高
燼
骸
炭
研
究
委
員
會
の

成
績．
（

冩゚

〉・

議
09
い

寧〜
き

一

 
ゆ．
さ

博

遣
由
α

ご

寓
3
巨
ざ剛
〜

寧偽
鼻

一

竃
⊃。・
一

8
占
一

ご

　
同
委
員
會
の

報
告
を
見
る

に

　
　
　
　
論
説
及

報

叉

　
海
外
に

於
け

ろ

骸

炭
研

究
の

歌
況

　
新

村
唯

泊

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
一
六

五
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論
説
及

報

丈
　

　
海
外
に

於

け

る

骸

炭
碍

究
の

状
況

　

　
新
村

唯
治

（

イ
）

製
鐵
用
骸
炭
と

し
て

は

シ

宝、
タ

ー
・

イ
ン

デ
脚．

ク

ス

の

高
き

を

歡
迎
す
一

例
を

擧
ぐ
れ
ば

吹
の

如
し

　
骸

　

炭

 

Q
百
ひ

げ
　
副
く
9一
 
ロ

d
ロ

門

げ
曽

日

シ

ャ

ツ

タ

ー
●
イ

ン

デ
ツ

ク

ス

　
　
　

　
九

六
・
三

　
　
　

　
七

〇
・
八

　
　
　

　
六

二
・
九

熔
鑛
壇
成

績

　

優

　
　

優

　

良

　
骸

　
バ

炭

σ霞
¢

ご
，

7

団
O
周

犀
の

げ

マ
C

宅
O

巴
冒

7
四

ユ
着

一
六

六

シ

ャ
ッ

タ

ー
．
イ

ン

デ

ッ

ク

ス

　

　
　
　

五

五
・
九

　

　
　
　
五

四
・
Q

　

　
　
　
へ

八
・
九

熔
鍍

爐
成
績

　
　

不

　

不

　

優

　
茲
に

熔
鑛
櫨
成
績
と
は

銑

鐵
噸
當
り

骸
炭
淌
費

量
の

多
少
を

意
味
す
る

も
の

な
る

も

素
よ

り

數
字
的
に

試
驗
せ

し
結
果
に

非

す
本
聞
題
に

就
て

は

今
後

シ
ャ

ッ

タ

ー
。

イ

ン

デ
ヅ

ク

ス

の

明
か
な

る

骸
炭
に

就
て

比

較
試
驗
の

豫
定
な
り
と

云

ふ

　
（

ロ

）

シ

ャ

ッ

タ

ー
・

イ

ン

デ
ッ

ク

ス

と

は

五
〇
封
度
の

試
料
を
六

呎

の

高
さ

よ
り

鐵
板
上

に

四

囘

墜

落
し
た
る

後
篩
珊
し
二

吋

篩
上

の

量
の

全
試
料
に

繋
す

る

百
分
率
を
意
味
す
る

も
の

な
り

　
此
方

法
の

正
確
度
を
試
驗
せ

し

結
果
を
見
る

に
、

先
づ

試
料
を
入

る

」

容
器

の

大
さ

の

影
響
に

關
し

て

次
の

如
き
結
果
を
見
た
ゆ

　
　

容

器
の

大

さ

　

シ

ャ

ッ

↑
・
イ

ン

デ
ッ

ク
・

　

　

差

　
【

　
容

鬱
大
さ

　

　
シ

ャ

ッ

タ

i
．
イ

y

デ
ッ

ク

．

・

　

差

｛

｝

轟
霈

　

舘

　

正
。
．

。

；
雛
霈

　

華

　

正

六
．

。

　
之
を
見
る

に

容
盟
小
な
る

場
合
は

シ

ャ

ッ

タ

ー
・

イ

ン

デ
。

ク

ス

の

高
く

出
つ

る

傾
向
に

あ
り

之
れ
容
器
小

な

れ
ば

骸
炭
試
料
は
一

暦
に

排
列
し
能
は

す
上

贋

の

試
料

は

下

暦
の

試
料
上

に

墜
落
し

衝
撃
を
受
く

る

と

と

少
き

爲
め

な

る

べ

し

　
故
に
一

暦
に

排
列
せ

ば
試
料
の

量
の

影
響
は

極
小
な
る

筈
に

し

て

今
容
器
三

〇
吋
×

三

〇
吋

の

大
さ

を

用
ひ

試
料
五

〇
封
度
及
二

五
封
度
の

二

つ

の

場
合

の

試
驗
結
果
を
見
る

に

次

に

示

す
が

如
く
兩
者
の

差
は
小
な
り

　
　

試

　

　

料
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
二

五

封
度
の

場
合

　

　

　

　

　

　

　

　

五

〇

封
度
の

揚
合

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

差

　
　
　

A
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

四
。
八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

三
・

五

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

正
一
∴】…

　
　
　

B
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

五
・
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

七
・
O
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

負

∵
七

　
　
　

C
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

二
・
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

〇・
八

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
正

丁
五

　
又

墜
落
す
る

囘
数
に

關
し

試
驗
せ

し
に

第
「

圖
に

示

す
如
く
四

囘

の

墜
落
に

て

略
→

定
と

な

る

を
知

れ

り

　
然
し

て

此
の

試
驗
法
の

正

確
度
を

見
る

に

次
の

如
し
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鏘 七
・七 第

第 圖
’

・

o 〆　　、

／
：〃

、
噛

ミ
ミ
も

k

鼠

§
と

嵐

優

や 3 蛇 o 戸 、∫ノρダ ¢

脚

釦

加

　
卿

6。

　
釦

4。

　
 

2。

　
ρ

2
”

．／危
ρ

ノ
づ

3
”゜ 一

才

　
骸

　
炭

 
o

巨．
ぽ

毛
£

雷

d
霞
げ
曽

琶

融
09

げ

シ

ャ

ッ

タ

ー
・
　
三

囘
の

イ

ン

デ
リ

ク

ス

卆

均

億

　

　

　
九
六
・
五

　

　

　
九
三
・
〇

　

　

　
九
一
・
五

　

　

　
九

五・
五

　

　

　
八

九・
五

　

　

　
九

四
・

〇

　

　

　

九

六
・
五

　

　

　

九

四
・
五

　

　

　

七

六
・

五

　

　

　

七
八
・
〇

　

　

　

七

二
・
〇

　

　

　

七

四・
〇

　

　

　

七

丁
〇

　

　

　

六

八
・
O

煮
o

祷
oo’
　山
ハ

七
・
〇

　

　

　

七

七
・
五

　

　

　

七
一
・
五

　

　

　

六

九・
五

　

　

　

六

七・
五

　

　

　

六

七
・
五

　

　

　

七

四・
五

　

　

　

七

二・
0

　
　

　

　

　
　

姦
の

　

票
均

篋

　
　

　

　

　
　

　

　
ほ

　
　
の

　
き

｝

九

・
．
七．
．

ル

難、
．

負
．．
二

｝

空
79

．
．

」

負

9
九

鷺
デ
∴
一
冖
冖

一

篤
＝

緊
論
一
冖

之
を
見
る

に

同
一

試
料
に

就
き
て

三

囘
の

試
驗
を
行
ひ

其
卒
均
値
を

探
用
せ

ば
略
一

定
せ

る

も
の

と

云
ひ

得
べ

し

呈
嬰
す
る

に

シ

‡

ず゚
テ

ス

・

鬢
り
て

は

試
料
を
容
器
内
に

雇
に

排
列

芒
め
ば

里
試
料
に

就

高
囘

蒙
し、
三

囘
の

試
驗
の

霧
値
を

探

　
　
　

諭
窺
及

隻

梅

律
於
け

農
炭
研

究
の

駿
況

誓
喉

治

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

二
（

七
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B 二 年 四
・
和 昭

　

　

　
　

論

説
及
報
丈

　
　
海
外
に

於

け
ろ

骸

炭
研

究
の

駿
況
　

　
新

村
唯
泊

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　
一
六

へ

用
せ

ば
略

信
頼
す

る

に

足
る

を
見
る

　
（

ハ

）

シ

電
タ

書
・
イ

ン

デ
ッ

ク

ス

高
き
骸
炭
は

二

酸
化
炭
素
に

對
す

る

反
應

性
「

般
に

悪
し

　

　

　

骸

　

　

　

炭
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
シ

ャ

ッ

タ

ー
・
イ

ン

デ
ッ

ク
ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

反

　

應

　
性

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　

　

　

　

　

（

国
ロ
〇
一

労
 
四゜

⇔ゴ膠
日
 
α

7°
同
笋

望
Ψ

円”

客
o°
一

gg

嘉
夢

昭…
）

　

　

　

ロ唸

O
ロ

夢

鬢
鑑

雷

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

九

三
・
九

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

四
二

　

　

　

∪
口
門

げ
陶

目

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

三
・

二

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

五

七

　

　

　

〇ロ

9
寡
げ

団
o
『

器
げ

貯
 

」

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七
一
・
三

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

八

〇

　

　

　

d
ロ

｝
9

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
六

五
・
0

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　・

（

四

八
）

　

　

　

の
Oq

酔

ぴ
　

団
O
贈

犀
凹

げ凶
鳳
Φ

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

　亠
ハ

一一
．

一
　
　
　
　

　

　
　
　

　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
一
　
二
　…

　

然
れ

共
シ

ャ

ッ

タ

i
・

イ

ン

デ
ッ

ク

ス

は

主
と

し

て

骸
炭
の

龜
裂
に

起
因
す
る

も
反

應

性
は
骸
炭
の

氣
孔
構
造
及
炭
素
の

形
態
等
に

原

因
す
る

も
の

な

る

ぺ

く

兩
者
間
に

常
に

上

述
の

關
係
あ
る

も
の

に

非
す
反

應
性
の

異
る

試
料

に

し
て

シ

す

タ

ー
・

イ

ン

デ
ッ

ク

ス

略
相
等
し

き
例

あ
る

こ

と

次
の

如
し

骸

　
炭

B ム

反
應
性

（

前
示
）

　
六

〇

　

四
四

シ

ヤ
ツ

タ

ー
●
イ

ン

デ
ッ

ク

ス

八

〇・
〇

八

五
・
0

骸

　
炭

DC

（
＝
）

骸
炭
の

酸
素
に

封
ナ

る

燃
燒
性
を

見
る

に

そ

の

不

良
な
る

も

の

却
つ

て

燃
燒
温
度
高
き

傾
向
あ
り

一

例
を

示

せ

ぱ
次
の

如
し

骸

　
炭

O
ロ

言
び
〇

二
層

昌
畠

d
母
げ
贄

日

燃

燒
性

（

前
示

丈

献
參

照
）

六
一
・
六

六

〇

二

燃
燒
温
度
（

攝
氏
）

冖
、

二

〇

〇

一
、

二

五

〇

骸

　
炭

U
謬
噌

げ
聾呵
昌

反
應

性

（

前
示
）

　
四
三

　
三

二

燃

燒
性

（

前
示

丈

献
參
照
）

五

八
・
〇

五

六
・
0

シ

ャ

ツ

タ

璽
。
イ

ン
一
ア

ツ

ク

ス

八

〇・
五

八

二
・
五

燃

燒
温

度
（

搆

氏
）

一
 

二

九

〇

一
、

三
一

〇

　
以

上
の

結
果
を

見
る

に
（

こ
の

事
實
は

燃
燒
性
不

良
な
る

骸
炭
が
高

熟
を

要
求
す

る

鑄
物
工

業
に

使
用

さ

み

」

買
際
と
｝

致
す
べ

し

又
（

イ
）

ど
（

ハ

）

と

を

合
せ

考
ふ

れ
ば
製
鐵
用
と

し

て

は

反
應
性
悪
し
く
と

も
シ
ャッ
タ

ー
・

イ

ン

デ
。

ク

ス

高
き
骸
炭
を
可
と

す
る

結
論
を
得
べ

し

之
れ
最
近
製
鐙…
用

骸
炭
と

し

て

反

應
性
に

重
き
を
置
く
論
者
と

相
反
す

，

然
れ
共
熔
鑛
爐
の

成
績
は

同
一

條
件
の

下

に

比
較
す

る

こ

と

困

難
に

し

て

兩
論
共
試
驗
時
代
た
る

を
睨
せ

ざ

る

歌
態
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第七七競

に

あ
り

只
一

般
の

考
は

シ
ャ
ッ

タ

ー
・

イ
ン

デ
ッ

ク

ス

に

軍
き
を

お

き
つ

、

あ
り

二
，

骸
炭鮎
氣

孔
艦…
造
の

研
究

　
骸
炭
の

氣
孔
構
造
は

肉
眼
的
組
織
（

ヨ
陣
O
肖

O‘
の
け

20

岔
陀

ゆ

）

及
び

顯

微
鏡
組
織
（

と
甘
目

 

碧
旨
。

言

お
）

の

二

つ

に

分
ち

考
ふ

る

を

便
と

す
べ

し

　
肉
眼
的
組
織
の

研
究
法
は

ロ

ー

ズ

法
（

S
旨
匙．

穿
導

皇
§
‘

6
・。

α魅
。。

09

さ
鼻
凵

Φ
卜。

9

宅
）

と

し

て

今
日

英
米
に

於
て

盛
ん

な
り

本

法
に

依
れ

ば
氣

孔
の

大
さ

、

形
牀

．

氣
孔
壁
の

厚
さ

、

氣
孔
の

分
布
牀
態

、

龜
裂
の

牀
態
を
知
り

得
ぺ

し

本
法
の

賞
用

性
は

今
後
の

試
驗
に

待
つ

も
シ
ェ

フ
ィ

ー

ル

ド

大
學

に

於
け

る

試
驗
を

見
る

に

龜
裂
多
き

程
シ
や

ッ

タ
ー
・
イ

ン

デ
ッ

ク

ス

低
し

　
叉
顯
微
鏡
組
織
の

研
究
（

閑
鉾

9
繭
o
ゲ
誘

」
き
試
騾

語
 

嶺
器

暮・宀
§。
§
毳

§ヒ
一

〇
悼

Q。噛
Φ

8
）

は

單
に

微
細
孔
の

形

然
等
を

知
り

得
る

の

み
な
ら

す
骸
炭
炭
素
の

黒
鉛
化
せ

る

歌
態
等
を
も
或
程
度
迄
識
別
し

得
ら
れ
骸
炭
化
現
象
の

考
察
に

も
資
す
る

點
あ
る
べ

し

　

本
問
題
に

關
し

て

は
本
邦
に

あ
り

て

も
東
大
工

學
部
に

於
て

大

島
、

幅
田

兩

氏
に

依
り
研

究
績
行
中
に

あ
り

　

　
　
　
　
　
　

　
　
骸
炭
工

業
の

發
達

最
近
の

發
逹
に

屬
す
る

爐
式
は
次
の

如
し

　

米
國
に

於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
閑
8
犀

毳闇

団
゜

冨
噌

け゜

　

英
國
に

於
て

　
　
　

　

　

　

　

　

聾
冒

寧
（

ぎ
田

自
5
自
o

己

雰

　

獨
逸
に

於
て

　
　

　
　

　
　

　

　

因
o

電
o
話

円

§
弓

巴

O
く
 

炉
　
◎
汁

8
日

乱
ロ

国
口
o

目
同
唱

oり

己0
酔

已．

　
白

耳
義
に

於
て

　
　

　
　
　
　

　

覬
o
露
Φ

04
 

づ

冨
O
島
跏

aO

日

署
 ゜

　

之
等
に

就
て

は
既
に

保
坂
文
蔵
氏
（

燃
協
誌

，

大
正
→

五

年

九
六

九
頁
）

の

詳
細
な

る

報
告
あ
れ
ば
此
處
に

省
略
す

骸山
灰
工

業
最
近
の

進
展
を

見
る

に

L
　

骸
炭
爐
加
熟
に

低
熱
量
瓦

斯
（

發
生

爐
瓦
斯
叉

は

熔
鑛
爐
瓦

斯
）

を
使
用
せ

ん

と

す
る

こ

と

　

此
れ
が

爲
め

に

蓄
熱
室
の

構
造
を

改
め

室
氣
及
燃
料
瓦

斯
夫
々

を
豫
熱
す

　

骸
炭
爐
瓦

斯
は

之
を
他
用
途
に

供
す
（

第
4
項

參
照
）

幺

　
爐
窒
幅
を

狭
め
爐
長
爐
高
を

堆
大
せ

る

こ

と

　

　
　
　
諭
蹴

及
報
丈

　
悔
外
に

於

け
る

骸
炭
研

究
の

状
況

　
新
村
唯

拍

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

＝
ハ

九
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月　二二 　年 　四 　　却 　　昭

　

　
　
　
論

親
及
報
丈

　

　
海

外
紅

於
け

る

骸
炭
研

究
の

状

況

　
　
新
村
唯
治

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
一

七

Q

　
爐
室
幅
を
狹
あ

以
て

短

時

聞
に

且
つ

均
「

に

乾
餾
せ

ん

と

し

爐
長
爐
高
を

増

し

以

て

爐
室
容
積
の

塘
大
を
計
れ
り

　

本
項

に

關
t
て

は

岡
村

琢」
二

氏
（

燃
協
誌
，

昭

和
二

年
、

九
九→
二

頁
、

昭

和
三

年
，

三

四
三

頁
）

の

詳
細
な

る

調
査
あ
れ
ば
此
處
に

雀
略
す

　

獨
逸

、

米
國
に

於
け

る
　

例
は

室
幅
四

〇
〇
粍
（

「

六

吋
）

爐
高
四

、

○
○

OI

四
、

二

〇
〇

粍
（

一

三

−
一

四
呎
）

爐
長

＝
二

。
○

○
○
粍
（

四

三

呎
）

「

室
裝

　

炭
量
一

五

噸
内
外
温
度
一

、

二

〇
〇
1
一

、

三

〇
〇
度
踊

乾
餾
時
間
二

〇
時
間
内
外
な
り
き

翫

　

設
備
の

機
械
化
せ

る

こ

と

　
イ

，

焼
藍
目

塗
土
を

廢
止
し

て

ア

ス

ベ

ス

ト

を
附
せ

た
る

鐡
輪
を
用
ふ

　
ロ

．

ハ

イ

下

”

リ
ッ

ク
．
メ

羣

ン

の

入
ロ

に

於
て

瓦

斯
液
の

ス

プ

レ

ー

を

落
し

瓦

斯

冷
却
を

促
す

　
ハ

、

ハ

イ

下

ロ

リ
ッ

ク
・
メ

ー

ン

の

後
方
に

特
別
の

裝
置
を
附
し

爐
室
内
の

壓
力
を
自
働
的

に

調
節
す

　
二

，

骸
炭
の

淌
火
車
を

淌
火
場
に

運
び

來
り

自
働
的
に

行
な

る

　
ホ

．

骸
炭
の

蓮
搬
を
ベ

ル

ト
。
コ

ン

ベ

ヤ

ー

に

依
る

　
へ

−

骸
炭
の

篩
別
を
αq
屑

ぎ

斗
o

網

斫

【

≒
oo

＝

（

Ω

詈
目
幽”

蛍
§
＆

黥
零

　
匙

＄、

き
弾

ミ

鼻

⇔
←

H°

參
照
）

に

て

行
ふ

4
　

骸
炭
爐
瓦

斯
の

利
用

　
イ
．

都
市
月

，

著
し
き
例
と

し
て

は

獨
逸
ル

ー

ル

地

方
よ

リ

ハ

ン

ブ

ル

グ
（

約
二

五

〇
粁
）

及
伯
林
（

約
五

〇
〇
粁
）

へ

輪
逡
を

計

晝
中
な
り

き

　
ロ

、

ア

ム

モ

ニ

ァ

合
域

用，

骸
炭
爐
瓦

斯
中
の

水

素
を
ア

ム

モ

ニ

ア

合
成
に

使
川

す

る

こ

と

は

獨
、

佛
、

白
に

於
て

數
ケ

所
に

行
は

る
．

オ

ス

テ

ン

ド

に

　

　
て

聞
き
し

處
に

依
れ
ば

水
素
を

得
る

に

從
來
の

水
性
瓦
斯
法

に

比

し
共
の

六

〇

％
の

經
費
に

て

足
る

由
な
り

之
れ

骸
炭
爐
瓦

斯
の

安
價
な
る

こ

と

重
因

　

　
な
ら
ん

も
將
來
共
剛

途

廣
か

る

べ

き
水

素
の
一

原

料
と

し

て

骸
炭
爐
瓦

斯
の

利
用

は

注
目

す
ぺ

き

問
題
な
る

ぺ

し

　

此
他

骸
炭
爐
瓦

斯
内
の
エ

チ

レ

ン

ま

り

ア

ル

コ

ホ

ル

を

懐
造
す

る

こ

と

は
佛
國
ベ

チ
、

ー

ン

炭
坑
耽

て

「

日
一

噸
の

規
模
に

て

實
施
の

訂
に

し
て

又
，

瓦

斯
中
の

ア

ム

モ

晶

ア
，

二

酸
化

炭
素
及
水
よ

り

酸
性
炭
酸
ア

ム

モ

ユ

ウ
ム

を

作
り

更
に

食
鹽
を

作
用
せ

し

め
て

曹
逹
を

得
乃

こ

と
、

瓦

斯
よ

り

硫

黄
の

遊
離

等
獨
逸
ル

ー

ル

地

方
に

於
て

工

業
的
に

行
健

る

」

由
に

て

從
來

燃
料
と
考
へ

ら
れ
し

骸
炭
爐
瓦

斯
も
漸
次
化
學
工

業
の

原
料
た

ら
ん

と

す

る

傾
向
を

有
せ

る

は

又

注
目
に

値
す
べ

し

　・

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

終
）
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「

海
外
に

於
け
る

骸
炭
研
究
の

牀
況
」

に

關
す
る

應
問

討
議

　
日

下

部
義

太
耶
君
〔

座

長
）

　
具
今
の

御
講
演
に

對

し
御

質

問
は

あ

り

ま
ぜ

ん

か

　
服

部
漸
君

　
リ

ア

ク

チ

ヴ
ィ

チ

ー

は

厭
力
一

定
な

る

揚
合
の

試
驗

で
す

か

　
新

村
唯
治
君

　
そ

う

で
す

　
服

部
君

　
シ

ャ
ッ

タ

ー
・
イ

ン

デ
ッ

ク
λ

の

高
い

骸
屮

灰

は

リ

ア

ク
チ

ヅ
ィ

チ

ー

が

悪
い

と

の

御
話
て

す

が

堅
い

骸

炭
々
熔
嬪

爐
に

使
用

す

る

揚
合

に

ブ

ラ

ス

ト

を

強

く
て

れ

ば
一

酸
化
炭

素
は

充
分
出
來
る

と

思
ひ

ま

す
が

　
新
村
君

　
熔
蹟

爐
内
は

非

常
な

高
温

度

で
す

か

ら
レ

ア

ク

チ

ヴ
ィ

チ

ー

も

よ

い

と

息

ひ

ま

す

　
服

部
君

　
乾

餾
時
間
は

最
近

幾
何
位
て

す

か

　
新
村

君
　
一
五

魎門
チ
ャ

ー

ヂ

の

も

の

で
二

〇
時
問・
位
で
す

　
竹
井
政

夫

君

　
骸
炭
の

膨

脹

奉
の

測
定

法
は

ど

う

撃

り

ま

す

か

　
新
村
君

　
膨
脹

率
の

測

足
は

當
協
會
誌
（

多

和

田

冤
氏
）

、

団
β
O
戸

オ

ー

ヂ

ペ

ル

ト

氏
）

　

等
に

丈
献

が
あ

り

ま

す

爾
レ

ッ

シ

ン

グ

骸
炭
化
裝

置
て
も

其
湖

定

は

出

來
ま

す
（

圖
示

一
　
覬
明

す

る

處

あ
り

）

〜

服

部
君

蠡
の

響
は
・

・

カ
、

ず
・

ク

手
か

｝

新

村
君

大

低
シ

・

ヵ

霍
っ

て

ゐ

与

へ
　

日

下

部
君

　
近

頃

石

炭
の

ス

タ

ン

ヒ

ン

グ

々
や

ら

ぬ

由
で

す
が

へ
　

新

村
君

　
ス

タ

ン

ヒ

ン

グ

な
や

れ

ば
骸

炭
は

Oo

ロ

oロ
 

に

は

な
る

が

必
ず
し

も

ず

母
自

…

　

　
に

は

な

ら

奈
麦
婆
と

纛
あ
比

杢
ハ

對
一

呈
で

は

爐

篝
入

冖

　

　
れ

ろ

際
く
つ

れ

る

心

配
が

あ

苳
そ
あ

ま

名
つ

て

ゐ

恚
ん

で

髪

…

鸚
君

急

羅
”

署
蕊
鱗
碧
鐸
B

潟

豪
疑

　
　

　

　

　

螽

裂
性
の

問
題
は

未
だ
よ

く

研

究
さ

れ

て

ゐ

ま

ぜ

ん

一
　

日

下

部

琳

　
御

質
問
が

な

け

れ
ば
次
の

講

演
に

移

り

ま

す
（

丈

責
在
編
輯
）
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南

洋

方

面

の

石

油

増

産

額

著

南
洋
の

石

油

事
業
は

近
年

列
國
の

注
覗
す

る

と

こ

ろ

と

な
つ

て

ゐ

る

が
し

蘭
領

東
イ

ン

ド

に

お

け

ろ

最
有

力
の

英

國
系
オ

ラ

ン

ダ

石

油

會

瓧
ピ

ー
．
ヒ

ー
．
エ

ム

鮭
の

探
湘

扶
況
に

つ

キ
 

最
近
ス

ラ

バ

ヤ

日

本
商

品
陳
列

所
か

ら

南
洋

協
倉
へ

の

入
報
に

よ

る

と
、

同

瓧

北
ス

マ

ト．
フ

油
田
の

探
沺

量
こ

そ

幾
分
減
退

な

示

The 　Japan 　工nstitute 　of 　Energy

し

て

ゐ

る

が
、

ジ

ヤ

ワ

、

ス

マ

ト

ラ
、

九 九 九 九 九 九

八 六 四 二 〇 八

年 年 年 年 年 鉱

パ

レ

ン

バ

ン

汕

田

で

は

左
の

遡

リ

逐
年

驚
く

べ

き
珊卩
産
な

告

げ
て
ゐ

ろ

　
（

一
日

営
リ

平

均
採

油
量

、

單
位

噸
）

ジ

ヤ

ワ

油

田

　
五

六

八

　
七

八

四

　
七

六

七

　

六

六

四

　
五

七

二

一
騒

五

八

三

ス

マ

ト

ラ

パ

レ

ン

．
ハ

ン

油
m
円

　

　

　
　

　
七

七

七

　

　

　
　

　
八

二

五

　

　

　
　

　
八

八
一

　

　

　
　

　
九

八
一

　

　

　
一

黜

四
一
一

　

　

　
一

、

七

九

二

殊
に

瞭

年
度
の

産
油

高
は

倆
油
田

と

も

記

碌
破
り

の

産
出

か

示

し
．

本

年
度
も

引

綾
喜
増

産
計

晝
途
行
の

模
様
て．

本

邦
當
業
者

と

し

て

も
一
般
に

そ

の

前

途

巻
注

目
し
て

ゐ

る

　
（

四．
一
・

＝一
．

中

外

商
業
）

論
設

及
報
丈

　

　
海

外
に

於

け

ろ

骸

炭

研

究
の

駿
況

　

　
新

村
唯

治
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七
一


